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報告されている (Sacks and Schegloff 1979, Clark and Wilkers-Gibbs 1986, 串田秀也 2008)。























の例と Installment noun phraseの目的は同じと考えられる。しかし，地図課題対話では会話
断片 (1)のように，ポーズは名詞句の途中ではなく，名詞句の後ろで生じることが多い。Clark
らは，Installmen noun phrase が用いられる理由として，複雑な名詞句の途中で聞き手の理解
状態を確認するためであると述べているが，地図課題対話で参照されるランドマークにはあら
かじめ短い名称が記載されており，複雑すぎて聞き手が理解できないということは考え難い。












Giver の地図に描かれた経路を Follower の地図上に再現する課題の遂行中に行なわれた一連
の言語活動である。両者に渡される地図には複数のランドマークが配置され，経路を説明する
際に参照されるように設計されている。ランドマークは，Giverと Follwerの地図の配置のパ
ターンにより 4つの条件に分けられる。その条件は，(1) Giverと Followerの両者の地図に共







































件」が 147件，「2to1条件」が 45件，「名称変更条件」が 33件であった。
「共有条件」と「有無条件」において話し手による分割提示の有無，および，発話の途中の
聞き手の応答の種類ををまとめたのが表 2である。括弧内の数値は分割の有無とランドマーク








提示 途中応答 共有 (%) 有無 (%)
なし 238 (93.3) 124 (100)
あいづち 7 (2.7) 0 (0)
なし 肯定 10 (3.9) 0 (0)
否定 0 (0) 0 (0)
その他 0 (0) 0 (0)
小計 255 (100) 124 (100)
なし 14 (28.6) 15 (65.2)
あいづち 21 (42.8) 0 (0)
あり 肯定 13 (26.5) 1 (4.3)
否定 0 (0) 4 (17.4)
その他 1 (2.0) 3 (13.0)




































これを模式化すると図 1になる (Aと Bは異なる話者を示す)。












2行目で Followerが否定の応答を行った後，3 行目で Giverが否定形による質問を再度行って
いる。これを上記と同じく模式化すると図 2になる。
1○ A:質問 (肯定) - 2○ B:応答 (否定) - 3○ A:質問 (否定) - 4○ B:応答 (肯定)
図 2 有無条件のランドマーク導入過程の一パターン











































提示 回数 質問 (%) 確認 (%)
1回 136 (53.3) 57 (22.4)
なし 複数 34 (13.3) 2 (0.8)
その他 19 (7.5) 7 (2.7)
1回 26 (53.1) 19 (38.8)
あり 複数 2 (4.1) 0 (0)
その他 2 (4.1) 0 (0)
表 3 共有条件の最初の発話の種類と確認回数
分割 確認 質問の極性
提示 回数 肯定 (%) 否定 (%)
1回 36 (29.0) 10 (8.1)
なし 複数 62 (50.0) 3 (2.4)
その他 13 (10.5) 0 (0)
1回 3 (13.0) 9 (39.1)
あり 複数 8 (34.8) 0 (0)
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